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し
の
　
国
昭
（
自
　
民
）

1

中
野
区
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

2

行
政
の
透
明
性
に
つ
い
て

3

そ
の
他

岩
永
　
し
ほ
子
（
共
　
産
）

1

区
長
の
政
治
姿
勢
と
区
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て

2

新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

3

山
手
通
り
問
題
に
つ
い
て

4

そ
の
他

斉
藤
　
高
輝
（
公
　
明
）

1

ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ
い
て

2

行
財
政
5
か
年
計
画
に
つ
い
て

3

中
野
福
祉
作
業
所
に
つ
い
て

4

防
災
対
策
に
つ
い
て

5

教
育
問
題
に
つ
い
て

6

P
C
B
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
ル
）

の
処
理
問
題
に
つ
い
て

7

保
健
福
祉
問
題
に
つ
い
て

8

そ
の
他

平
島
　
好
人
（
自
　
治
）

1

電
子
化
・
情
報
化
と
そ
の
将
来
の
あ

り
方
に
つ
い
て

2

危
機
管
理
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て

3

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
の
現
状
に
つ
い
て

4

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活

用
に
つ
い
て

5

そ
の
他

藤
本
　
や
す
た
み
（
民
主
ク
）

1

区
長
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

2

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

3

土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
計
画
と
土

地
取
得
の
あ
り
方
に
つ
い
て

4

行
財
政
5
か
年
計
画
に
取
り
組
む
区

長
の
姿
勢
に
つ
い
て

若
林
　
ふ
く
ぞ
う
（
自
　
民
）

1

民
間
団
体
に
よ
る
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

2

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て

3

区
に
お
け
る
子
ど
も
虐
待
に
つ
い
て

4

新
学
習
指
導
要
領
（
学
校
週
5
日
制
）

に
つ
い
て

5

学
校
評
議
員
に
つ
い
て

6

学
校
給
食
材
料
の
仕
入
れ
に
つ
い
て

7

学
校
給
食
材
料
の
牛
肉
使
用
に
つ
い

て

8

区
内
小
売
業
の
育
成
に
つ
い
て

9

高
齢
者
の
入
浴
事
故
に
つ
い
て

10

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

11

路
上
生
活
者
に
つ
い
て

12

行
財
政
5
か
年
計
画
の
区
長
の
姿
勢

に
つ
い
て

13

そ
の
他

長
沢
　
和
彦
（
共
　
産
）

1

電
子
区
役
所
に
つ
い
て

2

介
護
保
険
と
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

3

療
育
セ
ン
タ
ー
ア
ポ
ロ
園
に
つ
い
て

4

非
核
平
和
行
政
に
つ
い
て

5

そ
の
他

佐
伯
　
利
昭
（
自
　
治
）

1

区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

2

施
政
方
針
説
明
に
つ
い
て

3

警
察
大
学
校
等
跡
地
問
題
に
つ
い
て

4

平
和
の
森
公
園
の
利
用
に
つ
い
て

5

そ
の
他

き
た
ご
う
　
秀
文
（
自
　
民
）

1

防
災
体
制
に
つ
い
て

2

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

3

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

4

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

5

そ
の
他

吉
原
　
宏
（
自
　
民
）

1

鍋
横
地
域
区
有
地
（
本
町
四
丁
目
、

旧
国
鉄
清
算
事
業
団
跡
地
）
に
つ
い

て

2

放
置
自
転
車
（
交
通
道
徳
教
育
）
に

つ
い
て

3

そ
の
他

山
崎
　
芳
夫
（
自
　
民
）

1

デ
フ
レ
経
済
と
区
政
運
営
に
つ
い
て

2

憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
宣
言
に
つ
い

て

3

土
地
開
発
公
社
と
区
執
行
機
関
の
関

係
に
つ
い
て

4

そ
の
他

む
と
う

有
子
（
無
所
属
）

1

緊
急
地
域
雇
用
創
出
事
業
の
事
業
執

行
に
つ
い
て

2

猫
と
の
共
生
に
む
け
て
の
対
応
策
に

つ
い
て

3

消
費
者
セ
ン
タ
ー
・
環
境
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
事
業
充
実
に
つ
い
て

4

障
碍
者
福
祉
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

5

そ
の
他

行

財

政

上
鷺
宮
五
丁
目
用
地
取
得

し
の
議
員

公
社
が
平
成
3
年
、

上
鷺
宮
五
丁
目
に
21
億
円
で
用
地

取
得
し
た
の
は
、
中
野
四
丁
目
東

地
区
整
備
の
推
進
と
の
関
連
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
声
が

あ
る
。
地
域
に
対
し
て
十
分
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

当
該
用
地
は
、
平
成
4
年

に
策
定
し
た
第
一
次
長
期
計
画
で
、

冒
険
遊
び
場
整
備
と
し
て
計
画
化

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
用
地
取
得

の
交
渉
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
や
交
渉
価
格
な
ど
の
非

公
開
部
分
を
除
い
て
公
開
す
る
。

不
透
明
な
用
地
取
得

藤
本
議
員

土
地
開
発
公
社
の

健
全
化
計
画
が
す
す
め
ら
れ
る
に

際
し
て
は
、
な
ぜ
不
良
債
権
化
し

た
よ
う
な
土
地
の
購
入
を
し
た
の

か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
上
鷺
宮
五
丁
目
の
土
地
は
、
地

域
の
要
望
も
な
く
、
議
会
に
も
み

え
な
い
形
で
21
億
円
も
か
け
て
購

入
し
た
理
由
が
不
透
明
で
あ
り
、

同
じ
年
に
購
入
し
た
「
か
み
さ
ぎ

こ
ぶ
し
園
」
よ
り
も
用
途
地
域
な

ど
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
い

価
格
で
購
入
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

こ
の
土
地
は
、
個
性
あ
る

農
業
公
園
な
ど
の
特
色
あ
る
公
園

づ
く
り
の
た
め
に
取
得
し
た
も
の

で
あ
る
。
購
入
に
際
し
て
は
、
不

動
産
鑑
定
評
価
を
外
部
の
機
関
に

委
託
す
る
な
ど
し
て
適
正
な
価
格

で
交
渉
し
、
取
得
し
て
い
る
。

土
地
開
発
公
社

佐
伯
議
員

平
成
6
年
か
ら
始

ま
っ
た
土
地
開
発
公
社
の
借
入
金

の
借
り
換
え
で
は
、
元
金
返
済
に

手
が
つ
け
ら
れ
ず
、
利
息
を
二
重

三
重
に
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
増

え
て
し
ま
っ
た
利
息
の
合
計
額
は

い
く
ら
に
な
る
か
。
区
民
負
担
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
、
正
直
に
説

明
す
べ
き
と
思
う
が
。

答

平
成
6
年
度
か
ら
12
年
度

ま
で
の
7
年
間
の
合
計
額
は
23
億

5
5
7
4
万
3
千
円
で
あ
る
。
区

の
財
政
状
況
な
ど
の
お
知
ら
せ
と

合
わ
せ
て
、
区
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

き
た
い
。

ペ
イ
オ
フ
対
策

斉
藤（
高
）議
員

区
民
を
対
象

と
し
た
ペ
イ
オ
フ
に
関
す
る
説
明

会
を
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

開
い
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
区
民

か
ら
預
か
っ
た
公
金
が
失
わ
れ
た

場
合
に
は
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な

責
任
を
と
る
の
か
。

答

昨
年
11
月
に
「
ペ
イ
オ
フ

に
備
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
消

費
者
講
座
を
開
催
し
た
が
、
今
後

の
実
施
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

公
金
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

区
が
責
任
を
問
わ
れ
る
ほ
か
、
職

務
執
行
上
の
過
失
等
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
担
当
職
員
が
応
分
の
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
対
す
る
支
援

平
島
議
員

杉
並
区
は
独
自
の

基
金
を
通
じ
た
寄
付
税
控
除
を
条

例
化
し
、
税
制
面
を
含
め
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
支
援
を
検
討
中
だ
が
、
中
野
区

に
も
区
民
と
の
協
働
を
進
め
る
上

で
、
将
来
的
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
支
援
体
制
づ

く
り
は
重
要
だ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
本

来
自
主
自
立
の
団
体
で
あ
り
、
中

野
区
は
、
団
体
へ
の
財
政
支
援
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
情

報
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
を

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

電
子
区
役
所

長
沢
議
員

区
は
、
電
子
区
役

所
、
電
子
申
請
と
事
あ
る
ご
と
に

言
う
が
、
肝
心
の
中
身
に
つ
い
て

は
、
何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
い

の
か
曖
昧

あ
い
ま
い
で
、
区
民
を
混
乱
さ
せ

て
い
な
い
か
。
区
民
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
財
政
支
出
に
つ
い
て

も
検
討
が
不
十
分
で
、
事
業
の
進

め
方
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答

国
が
考
え
て
い
る
よ
う
な

形
に
な
る
ま
で
に
は
3
年
以
上
か

か
る
と
思
わ
れ
、
軽
易
な
も
の
か

ら
順
次
実
施
し
て
い
く
。
行
財
政

5
か
年
計
画
に
基
づ
き
職
員
を
削

減
す
る
た
め
に
も
、
情
報
技
術
を

活
用
し
、
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の

一
環
と
し
て
電
子
区
役
所
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

財
政
運
営

佐
伯
議
員

都
内
に
は
同
じ
区

長
が
4
期
務
め
る
区
が
5
区
あ
る
。

品
川
は
じ
め
他
区
は
一
定
の
財
政

状
況
を
保
ち
、
平
成
6
年
以
降
も

財
政
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
の
に

対
し
、
当
区
は
縮
小
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
財
政
悪
化
の
最
大

の
原
因
は
、
不
況
や
景
気
の
低
迷

で
は
な
く
、
神
山
区
長
の
区
政
運

営
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

品
川
区
は
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
推
進
で
投
資
的
経
費
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
財
政
規
模
だ
け
で

必
ず
し
も
比
較
で
き
な
い
。
た
だ
、

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
削

減
が
遅
れ
た
た
め
に
財
政
状
況
が

厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ

る
。
今
後
こ
れ
ら
を
削
減
す
る
中

で
、
改
め
て
財
政
の
再
構
築
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

デ
フ
レ
経
済
と
区
政
運
営

山
崎
議
員

デ
フ
レ
対
策
に
は
、
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